
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　瓦本体１上縁に屋根下地Ｆへの固定部 11が形成され、かつ、一側には下部が外側へ張り
出し 鰓張り部 21を有する袖縁２が垂設され

前記鰓張り部 21の内法寸法は、当該瓦本体１の上縁と其処に連なる袖縁２とを包み込み状
態に内嵌可能に形成されていると共に、この鰓張り部 21の内面下部には内方へ突出する踏
み段 22が突成されて、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包
み込んで内嵌させた際に、下側瓦本体１の袖縁２の下面が上側瓦本体１の前記踏み段 22を
踏み付け

ことを特徴とする
【請求項２】
　袖縁２の上部に切欠部 23が形成されて、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の
上縁と袖縁２とを包み込んで内嵌させた際に、下側瓦本体１における袖縁下面の前記切欠
部 23が上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように構成したことを特徴とする請求項
１記載の
【請求項３】
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て、表面に少なくとも境界稜線が現出して成る
ており、

可能な鰓踏み式袖瓦が構成される一方、
複数の当該鰓踏み式袖瓦が屋根の螻羽に沿って軒先から棟部まで敷設されることによって
、これら下から上へ縦列した複数の鰓張り部 21・ 21…における境界稜線のコントラストに
よって連続的な起伏凹凸模様の外観を呈して、かつ、強風時における当該袖瓦の捲れを防
止した 屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造。

屋根の螻羽における袖瓦のセーフティ装飾敷設構造。



　請求項１記載の

屋根の螻羽Ｖを軒先Ｅから棟部Ｒに沿って袖瓦１・１…を敷設してゆく際に、上側の瓦本
体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包み込ませて内嵌せしめると
共に、下側瓦本体１の袖縁２の下面は上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように組
み合わせることを特徴とする

【請求項４】
　請求項２記載の

屋根の螻羽Ｖを軒先Ｅから棟部Ｒに沿って袖瓦１・１…を敷設してゆく際に、袖縁２の上
部に切欠部 23が形成されており、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖
縁２とを包み込んで内嵌せしめると共に、下側瓦本体１における袖縁下面の前記切欠部 23
が上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように組み合わせることを特徴とする

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、袖瓦の改良、更に詳しくは、見栄えが良く、しかも、簡単かつ確実に瓦同士
を連結して敷設することができ、台風や突風などの強風時にも捲れることのない安定的な
鰓踏み式袖瓦、および鰓踏み式袖瓦を敷設する方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　屋根に敷設される瓦には、桟瓦、軒瓦、棟瓦などの様々な種類があり、屋根の側縁にあ
たる螻羽（けらば）には袖瓦と呼ばれる瓦が屋根の軒から棟にかけて上下に一列に並べて
施工される。この袖瓦は屋根の上部だけでなく側部も被覆するため、その一方の側端縁に
袖縁と呼ばれる下向きに一体に延びる板状部が形成され、これらの袖縁が一列に連設され
て屋根の螻羽を側方から覆っている。
【０００３】
　ところで、袖瓦は非常に目立つ屋根の縁部に敷設されることから、きれいに揃った見栄
えの良い袖瓦および施工が必要であった。そのため、例えば、袖縁同士を密着させて袖縁
間の隙間をなくす作業を行っていたが、この施工作業にはヤスリがけなどの技巧と熟練を
要する上に、施工時間も長くかかるという不満があった。
【０００４】
　また、袖瓦は屋根の側部からも風の影響を受けることから屋根から捲くれる危険性が高
く、風速が３０ｍ／ｓ以上にもなる台風や突風などの強風に曝された場合、袖瓦が屋根か
ら捲れて吹き飛んでしまい、更に其処から次々と瓦が捲くれてしまうというおそれがあっ
た。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、従来の袖瓦に上記のような不都合があったことに鑑みて為されたものであり
、その目的とするところは、見栄えが良く、しかも、簡単かつ確実に瓦同士を連結して敷
設することができ、台風や突風などの強風時にも捲れることのない安定的な鰓踏み式袖瓦
、および鰓踏み式袖瓦を敷設する方法を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明者が上記課題を解決するために採用した手段を添付図面を参照して説明すれば次
のとおりである。
【０００７】
　即ち、本発明は、瓦本体１上縁に屋根下地Ｆへの固定部 11が形成され、かつ、一側には
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屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造を施工するにあたり
、

屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造の施工方
法。

屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造を施工するにあたり
、

屋根の
螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造の施工方法。



下部が外側へ張り出し 鰓張り部 21を有する
袖縁２が垂設され
前記鰓張り部 21の内法寸法は、当該瓦本体１の上縁と其処に連なる袖縁２とを包み込み状
態に内嵌可能に形成されていると共に、この鰓張り部 21の内面下部には内方へ突出する踏
み段 22が突成されて、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包
み込んで内嵌させた際に、下側瓦本体１の袖縁２の下面が上側瓦本体１の前記踏み段 22を
踏み付け

するという技術的手段を採用した。
【０００８】
　また、本発明は、上記課題を解決するために、必要に応じて上記手段に加え、袖縁２の
上部に切欠部 23が形成されて、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁
２とを包み込んで内嵌させた際に、下側瓦本体１における袖縁下面の前記切欠部 23が上側
瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように構成するという技術的手段を採用した。
【０００９】
　また、本発明は、請求項１の

屋根の螻羽Ｖを軒先Ｅから棟部Ｒに沿って袖瓦１・１…を敷設してゆく際に、上側の瓦本
体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包み込ませて内嵌せしめると
共に、下側瓦本体１の袖縁２の下面は上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように組
み合わせるという技術的手段を採用することによって

することができる。
【００１０】
　また、本発明は、請求項２の

屋根の螻羽Ｖを軒先Ｅから棟部Ｒに沿って袖瓦１・１…を敷設してゆく際に、袖縁２の上
部に切欠部 23が形成されており、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖
縁２とを包み込んで内嵌せしめると共に、下側瓦本体１における袖縁下面の前記切欠部 23
が上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように組み合わせるという技術的手段を採用
することによって することがで
きる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施形態を具体的に図示した図面に基いて更に詳細に説明すると次のとおりで
ある。
【００１２】
　『第１実施形態』
　本発明の第１実施形態を図１から図４に基いて説明する。図中、符号１で指示するもの
は瓦本体であり、この瓦本体１上縁には屋根下地Ｆへの釘孔として形成された固定部 11が
設けられており、一側には下部が外側へ張り出し

鰓張り部 21を有する袖縁２が垂設されている。
【００１３】
　前記鰓張り部 21の内法寸法は、当該瓦本体１の上縁と其処に連なる袖縁２とを包み込み
状態に内嵌可能に形成されていると共に、この鰓張り部 21の内面下部には内方へ突出する
踏み段 22が突成されている。
【００１４】
　そして、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包み込んで内
嵌させた際に、下側瓦本体１の袖縁２の下面が上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付ける
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て、表面に少なくとも境界稜線が現出して成る
ており、

可能な鰓踏み式袖瓦が構成される一方、
複数の当該鰓踏み式袖瓦が屋根の螻羽に沿って軒先から棟部まで敷設されることによって
、これら下から上へ縦列した複数の鰓張り部 21・ 21…における境界稜線のコントラストに
よって連続的な起伏凹凸模様の外観を呈して、かつ、強風時における当該袖瓦の捲れを防
止

屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造を施工
するにあたり、

屋根の螻羽における敷設袖瓦のセー
フティ装飾構造を施工

屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造を施工
するにあたり、

屋根の螻羽における敷設袖瓦のセーフティ装飾構造を施工

て、表面に少なくとも境界稜線が現出し
て成る



ように構成されている。
【００１５】
　こうして作製された袖瓦を使用する方法を以下に説明する。まず、屋根の螻羽Ｖを軒先
Ｅから棟部Ｒに沿って袖瓦１・１…を敷設してゆく際に、上側の瓦本体１の下縁部を下側
に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包み込ませて内嵌せしめる。
【００１６】
　そして、それと共に、下側瓦本体１の袖縁２の下面は上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏
み付けるように組み合わせてゆくことができる。この際、固定部 11において止め具３で固
定することによって一枚の設置が完了し、同様にして棟側に順次敷設してゆくのである。
本実施形態では、止め具３として釘を使用し、屋根下地Ｆの瓦桟に打ち込んで固定するこ
とができる。
【００１７】
　『第２実施形態』
　本発明の第２実施形態を図５および図６に基いて説明する。本実施形態においては、袖
縁２の上部に切欠部 23が形成されて、瓦本体１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁
と袖縁２とを包み込んで内嵌させた際に、下側瓦本体１における袖縁下面の前記切欠部 23
が上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付けるように構成したことが第１実施形態と相違す
る点である。
【００１８】
　そして、本実施形態の袖瓦を使用する方法は、屋根の螻羽Ｖを軒先Ｅから棟部Ｒに沿っ
て袖瓦１・１…を敷設してゆく際に、袖縁２の上部に形成された前記切欠部 23を、瓦本体
１の下縁部を下側に位置する瓦本体１の上縁と袖縁２とを包み込んで内嵌せしめると共に
、下側瓦本体１における袖縁下面の前記切欠部 23が上側瓦本体１の前記踏み段 22を踏み付
けるように組み合わせるのである。
【００１９】
　本発明は概ね上記のように構成されるが、本発明は図示の実施形態に限定されるもので
は決してなく、「特許請求の範囲」の記載内において種々の変更が可能であって、例えば
、袖縁２の形状は、縁幅が上部に至るほど逓減的に小さくなる形状のものであれば、切欠
部は特に設ける必要が無く、形状の設計変更も自由である。
【００２０】
　また、瓦本体１の横断面形状は、図示したデザインのものに限らず、波形状であれば、
雨水が流れ易くて都合が良い。また、止め具３は釘を使用して屋根下地Ｆの瓦桟などに打
ち込んで固定したり、番線などの針金部材あるいは紐を挿通して屋根下地Ｆに結束して固
定しても良く、何れのものも本発明の技術的範囲に属する。
【００２１】
【発明の効果】
　以上、実施形態をもって説明したとおり、本発明においては、鰓張り部を袖縁から外側
に若干持ち出して成形したことによって、この袖縁に作出した鰓張り部を袖瓦の上縁に差
し込むことができ、しかも、袖縁の下面が踏み段を踏み付けると、持ち上げ方向にかかる
力に対する反力が大きくなり、袖瓦の捲くれを効果的に防止することができる。
【００２２】
　また、従来のように、上に積み重ねられた瓦の荷重あるいは止め具のみによる固定の強
度と比較すると、本発明においては鰓張り部における踏み段の踏み付け作用が加わったこ
とによって、安定度を増して敷設することができるのである。
【００２３】
　また、施工においても上から順次差し込んでゆくだけで良いので、非常に簡単であって
、袖縁の隙間を埋めるといった加工作業の必要もなく、また、側部から見ると袖縁の鰓張
り部が持出成形されているので、起伏の凹凸模様がアクセントとなって見栄えが非常に良
いことから、実用的利用価値は頗る高いものがあると云える。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　本発明の第１実施形態の袖瓦を表わす全体斜視図である。
【図２】　本発明の第１実施形態の袖瓦の裏面を表わす全体斜視図である。
【図３】　本発明の第１実施形態の袖瓦の施工手順を表わす説明側面図である。
【図４】　本発明の第１実施形態の袖瓦の施工手順を表わす説明斜視図である。
【図５】　本発明の第２実施形態の袖瓦を表わす全体斜視図である。
【図６】　本発明の第２実施形態の袖瓦の施工手順を表わす説明側面図である。
【符号の説明】
　１　　瓦本体
　　 11　固定部
　２　　袖縁
　　 21　鰓張り部
　　 22　踏み段
　　 23　切欠部
　３　　止め具
　Ｆ　　屋根下地
　Ｖ　　螻羽
　Ｅ　　軒先
　Ｒ　　棟部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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